




































































































































































































































































































































































































































が ん あ み
阿弥（生没 1870-1917 年）という当時
の劇評家は、「形容における芝翫、精神における團十郎」と評しました。心
270
を描いているのは團十郎だ、見た目がきれいなのは芝翫だ。團十郎の方は
丸坊主になって幕外の引っ込み、憂い三重で引っ込む。着ているものも織
物の裃。前半は普通の裃で、袴が短い。後半は長袴に着替えます。模様は
熨
の し め
斗目。熨斗目はお大名が江戸城に行くときに着るもの。ただ、それが豪華
になっている。赤金襴も虚構であれば、織物も虚構ですが、織物の虚構は見
ていて違和感のない虚構。それに対して赤金襴や黒天は、おとぎ話というほ
ど大きな違い。ですから、團十郎型は、現実に近い姿を見せようとしたのだ
ろうと思うわけです。
『平家物語』の熊谷は、世の無常を感じて出家。『法然上人絵伝』では、出
家しても純朴な関東武者の姿が描かれました。能『敦盛』はその延長線上に
ありました。舞曲『幸若』、能『敦盛』にいたって、はじめて父親熊谷が主
人公になります。『源平盛衰記』の熊谷も、その世界の主人公でした。江戸
時代に生まれた『一谷嫩軍記』の熊谷は、同じ父親でも家を守ることが課せ
られていました。「團十郎型」ではその家よりも父親熊谷の個人的感慨が優
先されます。これも歌舞伎の近代化の一つでした。現代の我々は、熊谷をど
のように受け止めているのでしょうか。
